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【概要】

河川や湖沼，ダムなどの底泥であるヘドロや，下水処理場から
発生する汚泥は，環境修復の観点からも再生が求められる「資
源」であるが，塩化物を多く含む場合があり，そのままでは農業利
用やコンクリート材料への使用も困難であった。
本 究 ド 泥から塩化物 硫化物を り除き 塩
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本研究では，ヘドロや汚泥から塩化物や硫化物を取り除き，塩
害の発生しにくい栽培用土として再生する技術を開発した。ヘドロ
処理の過程では，炭化水素を抽出することも可能であり，抽出した
炭化水素は，非在来型のエネルギー資源としての活用が可能で
ある。
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• 一次固化プロセスでは，ヘドロと汚泥の混
合物を200℃以下の低温で水分を除去し
ながら造粒する。

• 二次固化プロセスでは，得られた粒状固
形物を水洗することにより脱塩・脱硫し，さ
らにその粒状固形物を500～600℃で加熱
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らにその粒状固形物を500 600℃で加熱
処理し，還元加熱土を得る。

• 一次固化プロセスでは，低温熱処理のた
め，炭化水素の漏出を防ぐことができ，二
次固化プロセスの際に炭化水素を最大限
抽出することが可能となる。

• 還元加熱土は，園芸用や農業用の栽培土，
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農
もしくは，河川や湖沼，ダムに返し，環境資
材としての活用も期待できる。
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底泥や汚泥の再資源化により，地域にお
ける環境リサイクルシステムの確立へ

【応用例】
・河川や湖沼，ダム等の底泥，余剰汚泥の処理
・抽出した炭化水素のエネルギー源としての活用
・加熱乾粒物の環境資材としての活用
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